
和服寸法設定の推移について（第3報）

標準寸法とその実態

高．月　智志子

On　the　Change　of　the　Establis㎞ent　of　Measurement　of　the

　　　　　　　　　　Japanese　Clothes　（3）

The　Standard　of　Measurement　and　its　Actual　Employment

Chishiko　TAKATSUKI

　　In　relation　to　the　establishment　of　measurement　of　the　Japanese　clothes，　the　role

of　the　standard　measurem　ent　is　great．　The　question，　however，　is　how　the　standard

measurement　has　changed　in　accordance　with　the　improvement　of　Japanese　physique・

The　author，　therefore，　intends　to　clarify　the　problems　concerned　by　making　inves－

tigations　into　the　measurement　which　has　been　actually　employed・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　　・

　和服裁縫の伝承方法が，古くは口伝による秘伝として受け継がれてきたため，その寸法設定方法

は詳かではないが，元禄時代に相応裁という方法が行なわれていた。しかし，それ以後のもので

は，この種の手法は全く見ることが出来ず，江戸時代の主流をなしていたと思われるものは，布丈・

布巾による設定方法で，上原素白の「裁縫早手引」（1830年）によると，「今絹布巾尺，新渡・古渡

の相違ありて，先事既任不合時によって云々」と述べている，このことからもあきらかである。

　この手法は明治，大正まで散見できたが，現在では全く用いられていない。

　江戸後期よρ，明治初期にかけて，時代の移り変りとともに，着物の着装方法も徐々に変化し・

着装による寸法設定方法がみられるようになった。この方法は，着物を着てみて，より美しく見え

るように，その寸法を加減するといった方法で，現在の標準寸法をもとに，これを加減し，体格に

合わせるという，寸法設定方法の主流をなすものである。この手法から発展したものが，普通寸法

である。

　一方，明治から大正に移り，洋服が一般化して来るようになってからは，洋裁技術の影響を受

け，採寸，割出しによる寸法設定方法が次第にその主流をなすようになってきた。また，戦後は衣

生活の中心が和服から洋服に移行して，ますます洋裁技術の導入がこころみられ，立体的採寸が行

なわれるようになってきている。

　また，着装美の要素として，均衡がとれていることが，大切な要素であるところから，土井は，

黄金分割による寸法設定を提唱している。　　　’

　このように，多くの先人によって，こころみられてきた寸法設定の手法も，未だその基本的基準
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は確立されてはいない。これは，和服の形態そのものが，単純で，平面的なものであり，丈，巾と

もに多くのゆるみが加えられて製作されているため，多少の寸法の不都合は，着装の仕方によっ

て，個人の体格に合せられるという特徴があり，そのために寸法設定の困難さもある。そこで，従

来最も多くの人々に用いられてきた，標準寸法について，専問図書，教科書等に示された寸法が，

どのような寸法であるのか，また，国民の体位向上がうたわれている現在，若い人達に用いられて

いる大裁女物単長着寸法の実態を調査し，問題点を明らかにしてゆく。

1．　標　準　寸　法

　裁縫の伝承方法が，口伝により受け継がれてきたため，仕立上げ寸法は古くは文献に記録されず

に来たが，明治に入り，学校教育の中で，裁縫がとり上げられるようになって，仕立上げ寸法が裁

縫書の中に見られるようになった。

　中尾宗七は，「普通裁縫書」3）の中で，「通常衣服の寸法は，普通重立たる寸尺を記するのみその

他は，銘々の適宜にすべし」と述べている。これが，後の標準寸法に発展していくものであるが，

当時の普通寸法は，従来の経験により，積重ねられた寸法を普通寸法として用いたものである。

　神田順子は，「裁縫新教授書」12）の中で，「衣服を裁ち縫いするには，先ずその仕立上げの寸法を

定めおかざるべからず，そは衣服の種類及びこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　明治より現代に至る体格の推移れを着用する男女の体格，年令等に依りて自ら

普通の定まりあるものなれども，また人々の身

体に適当し動作に便なる様為さざるべからず，

且寸法は上着を以て標準として定まるものなれ

ば，…」と述べている。又，錦織竹香は「増訂

普通裁縫教科書」5）の中で，「衣服各部の寸尺

は，男女，老若，肥痩，長短，時の流行等に依

りて各異なるものなれども，大凡そ，寸尺概定

覧表を標準として，その人々に適したる寸尺に

定むべし」と述べ，中村ヨシは，「これからの

和服裁縫」76）の中で，「人の体格は，一様ではな

い。又，着方や好みも各人それぞれ特徴があ

り，時代の流行もある。したがって，出来上り

の寸法は着用者の体型を基準とし，着付け，年

令，職業，流行，好み等を考慮して着装美が自

ら表現されるように定めるのが合理的である」

と述べ「しかし，従来利用されている標準寸法

も多くの人々の実験の結果得られたものである

から，これも参考とし，これを検討し，多少の

斜的を加える程度でよいと思う」と標準寸法を

一定の目安として，その寸法を増減することに

より，個人の体型に合せようとしたもので，現

在も一一般に最も多く用いられている方法であ

る。　　　　　　・

一身　　　長
体　重 胸　囲

　　　　　名称@
　
　
　
　
年
令
年
度

20才 24才 20才 24才 20才 24才

M　33 147．9 146．1 48．0 47．0 79．1 77．9

36 147．3 148．2 47．3 45．8 75．5 74．8

39 148．8 147．9 47．8 46．1 76．7 76．4

42 149．1 151．5 49．0 46．3 78．5 75．8

45 149．4 148．5 48．7 47．五 79．4 79．4

T　　4 149．4 149．7 49．0 46．5 78．8 77．3

7 149．7 149．7 49．7 50．9 78．8 78．5

9 150．9 148．5 49．4 45．5 8L2 77．9
12 150．3 148．5 50．3 51．4 80．3 82．7

15 151．1 149．1 48．6 46．4 77．9 77．5

S　　4 151．2 152．4 49．0 50．9 77．9 79．6

7 152．3 152．3 49．2 47．8 77．9 77．8

10 152．5 153．2 49．5 50．3 78．2 79．5

13 153．0 150．9 49．7 47．9 78．5 77．5

14 152．7 152．5 49．6 48．3 78．5 78．9

23 154．0 153．5 51．4 50．5 81．2 80．2

26 153．8 153．9 50．0 50．2 80．9 80．7

29 154．1 153．2 49．6 49．0 80．7 80．8

32 154．6 154．1 50．2 49．2 81．0 81．1

35 154．7 154．2 50．1 48．9 80．7 80．9

38 155．0 154．7 50．2 49．6 81．0 81．2

40 155．4 154．7 50．8 50．1 81．6 81．6

42 155．4 154．5 50．9 49．9 82．3 82．5

増　加 7．5 8．4 2．9 2．9 3．2 4．6
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2．　成人女子

　の体格と和

　服標準寸法

　の推移

　戦後，我が国

の衣生活の変化

と共に食生活の

敬善が叫ばれ，

都市を中心に，

その体格は徐々

・に欧米型に類似

してきたと伝え

れらている。特

に女子の体位の

向上は著しく，

文部省学校統計

報告書による

と，表1のよう

・に，20才～24才

の女子に於い

て，身長は7．5

，cm～8．4cmの

伸びを見ること

が出来，体重は

：2．9kgの増加，

また，胸囲にお

いても，3．2cm

・～4．6cmの増加

を見せている。

特に身長に於い

ては，明治，大

正時代には，女

子の平均身長
は，150cm未満

であったが，

ユ967年工業技術

院が行なった，

’全国調査による

志，18才～29才
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表3 準寸法の時代別最小・最大寸法
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の女子1万人の身長の度数を計算すると，150cm未満が17％，151cm～160cmが70％を占めている

と報告されている。

　このような変化を来たした体格に纒う衣服の寸法は，いったいどのような寸法になっているの

か，明治より今日までの専問図書，教科書に示されている標準寸法について調べた結果は，表2の

通りであった。また，その最小・最高寸法を時代別にながめてみると，表3に示すごとくである。

　これによると，明治より今日まで，体位の発達加速現象が確認されながら，標準寸法の上では大
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20一
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　　　　　　　　　cm

　　　　　図1．本学学生の身長
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図2．　本学学生の体重
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　　　　　　図3．本学学生の胸囲
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表6．本学学生の長着寸法
レ到　σ・ 伶『か一ゴー1：1二　　月脳四

最も多く用
名　　称 いられてい 最小 最高

た寸法

袖　　丈 50 37 66
袖　　口 23 19 23
袖　　寸 21 20 23
袖　　巾 32－33 30 36
身　　丈 150－160 145 168

表4． 本学学生の体格 表5． 全国青年の体格（20才） ゆ　　き 62－63 60 70

平均値
後　　巾 28－29 26 31
肩　　巾 30－31 28 34

身　長 体　重 胸　囲 前　　巾 23－24 20 26
くりこし 2－3 1．5 4

衿肩明 8．5 8．5 9．5

平均　値 156．26 53．07 83．13 身　長 体　重 胸　囲
身八つ口

D下り
15
Q3

13
Q0
16

Q4
衿　　下 76 73 88
祇　　巾 15 14 15．5

標準偏差 4．9 6．45 5．45 全国平均 156．5 51．1 81．6
合褄巾 13．5 12 14

衿　　巾 5．5 5．5 6．5
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きな変化は認められない。しかし，明治，大正，昭和の戦前，戦後と徐々にではあるが，変化して

きていることは，表3に示す通り明らかである。

　寸法の変化には，体格の変化によるものと，時代の影響を受けるもの，即ち，流行により左右さ

れるものがある。また着装状態の変化によっても異なるものである。

3．　本学学生の体格と大裁単長着寸法の実態

　図書に現れた標準寸法は，多少の変化を示しはじめてきているが，実際に用いられている寸法

は，どのような状態であるのか，その実態を，本学学生の製作物について調査を行なった。

　被験者は，服飾美術科学生120名で，その身長，体重，胸囲については，図1，2，3の通りであ

り，その平均値，および標準偏差は，表4に示す通りである。これを厚生統計協会の調査による昭

和45年度全国平均（20才）と比較すれぽ表4に示すように，身長はほぼ同じであるが，体重，胸囲

に於いて，やや優れていた。以上のような，体格をもつ学生各自の製作物，大裁女物単長着の出来

上り寸法は，図4～20に示す通りであり，最も多く用いられている寸法については，表6に示す通

りであった。これを，表2に照合すると，ほとんど標準寸法と同じであった。

結 論

　和服裁縫の伝承方法は，古くは口伝により伝承されてきたため，仕立上げ寸法については，文献

に記録されずに来たが，明治に入り，学校教育の中で裁縫が採り上げられるようになってからは，

仕立上げ寸法が，裁縫書の中に見られるようになり，これが次第に標準寸法として，多くの人々の

寸法設定の目安として利用されるようになってきた。現在も尚，寸法設定の上に大きな役割を果し

ているo
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　時代の変化とともに，国民の体位も向上し，特に女子の体位向上は，めざましいものがあるが，

和服寸法については，全体的には昔も今もそれほど大きな変化は見られない。しかし，部分的には

大きく変化を見せているところもある。実際用いられている寸法については，ほとんどが標準寸法

と同じであった。

　このことは，和服材料の布丈，布巾が，1反として限定されていることであり，またその形態が

単純で，平面的なものであり，身丈，身巾ともに多くのゆるみを加えて製作されているため，多少

の寸法の不都合は，着装技術によって個人の体型に合せられるという便利さが，今なお，多くの人

々が，標準寸法に依存する理由があるものと考えられる。

　しかし，図書に示された標準寸法も大同小異ではあるが，著者によりそれぞれ寸法が異なってい

ることは，和服裁縫の伝承方法の特異さによるものであり，また，寸法設定の基本的基準が今もな

お確立されていないことを物語るものである。着装技術によって体型に合せるのではなく，今後の

和服標準寸法は，人間工学的視点から，体型の立体的測定は，もちろん，着装要因も充分考慮した

上で，体型分類による，寸法設定の基本的基準が確立されなけれぽならない。

　終りにのぞみ，本論文の校閲を賜った松井和寄本学教授，島田俊秀鹿児島大学助教授に対し深く

感謝致します。
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